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本論文では、ペルーなど発展途上国に多い柱型のない低靱性の高層耐震壁を対象に、炭素繊
維シートを用いた補強方法とその効果について、実験および解析により検討したものである。

第1章では、本研究の背景を述べている。第2章ではコンクリートや炭素繊維シートの材'料特

性に関する既往の研究を整理している。第3章では有限要素法の解析理論を述べている。第4

章では、本学で実施した柱型のない1層耐震壁の静的加力実験について、壁高さ全体に炭素繊

維シートを巻いた実験ケースと壁の下部にのみ炭素繊維シートを巻いた実験ケースのそれぞれ

について、実験結果を分析し、補強による変升多性能の向上を確認している。さらに、円柱およ

び立方体のコンクリート供試体の一軸載荷実験を行い、コンクリートの応力・歪関係に及ぽす

炭素繊維シートの拘束効果を明らかにしている。第5章では、コンクリート供試体の一軸載荷

実験を元に、炭素繊維シートによる有効拘束面積を指標としたコンクリートの応力・歪関係を

新たに提案している。さらに、第6章では、コンクリートの応力・歪関係における繰り返しの

履歴則を新たに提案し、実験結果と比較して良好な結果を得ている。第7章は、新たに提案し

たコンクリートの応力・歪関係を有限要素解析プログラムに組み込み、 1層耐震壁の静的加力

解析を行い、実験結果と比較している。第8章はまとめである。

論文内容 の 要

柱型のない高層耐震壁は、海外では広く用いられており、2010年のチリ地震において高層耐

震壁脚部が曲げ破壊するなど、地震時の変升つ陛能(靱性能)の向上が課題になっている。本研

究では、そうした靱性能の劣る高層耐震壁を対象に、炭素繊維シートを用いた補強方法につい

て、実験および解析により検討したものである。実験では、実際にぺルーで使用されている低

靱性耐震壁を再現した1層耐震壁の静的繰り返し加力実験を行い、炭素繊維シートによる補強

効果を確認している。とくに、圧縮歪が集中する壁の両側下部を部分的に補強することで、変

升針生能を効果的に向上できることを明らかにしている。さらに、炭素繊維シートによる拘束効

果をコンクリートの応力・歪レベルで明らかにすることを目的に、コンクリート供試体の一軸

載荷実験を行い、既往の研究成果を拡張した新たな構成則を提案している。とくに、炭素繊維

シートによる有効拘東面積を指標とすることで供試体の形状によらない構成則を確立した点

は評価に値する。さらに提案する構成則を有限要素解析プログラムに組み込み、解析結果と実

験結果を比較して良好な結果を得ている。

本研究が対象とする柱型のない高層耐震壁は、海外では一般的であり、日本でも今後普及す

ることが予想されることから、炭素繊維シートを用いた効果的な補強方法を提案し、その解析

モデルを構築したことは、建築物の耐震安全性向上の観点から国際的に寄与するものであり、

学術的にも高い評価に値する。なお、第3回士木都市工学国際会議の論文発表は、優秀講演賞

を受賞している。

以上により、本論文は、博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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